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平成 17 年大気環境中のアスベスト濃度調査結果 
 
 

一般大気環境中のアスベスト濃度の実態を把握するため、平成１７年９月から１１月にか

けて県内の７地点で調査を行った。 

 その結果は以下のとおりであり、過去に行った同地点での測定値と同程度で、いずれも大

気汚染防止法が定める敷地境界の基準（１０本／L）（注１）未満の低い濃度レベルであった。 

  

１ 測定方法 

試料採取及び分析は「アスベストモニタリングマニュアル（改訂版）」（平成 5 年 12 月

環境庁大気保全局大気規制課）による。 

 

２ 調査結果 

 1 日 4 時間３日間の採取で得られた３試料についての測定結果（平均）は表１のとおり

で、7地点のアスベスト濃度範囲は、0.23～0.34（本/Ｌ）であった。 

 

  表１ 一般大気環境の 3日間の平均値 

調査地点 地域分類 調査年月日 
アスベスト濃度（注２） 

（本／Ｌ） 

佐賀市交通局 

（佐賀市愛敬町） 
商業地域 平成 17年９月 20日～22日 ０.２８ 

北山小学校 

（佐賀市富士町） 
その他 平成17年10月19日～21日 ０.２４ 

多久市母子保健センター 

（多久市北多久町） 
住宅地域 平成17年10月19日～21日 ０.２５ 

唐津市役所 

（唐津市西城内） 
商業地域 平成17年10月26日～28日 ０.３４ 

伊万里市大坪公民館 

（伊万里市大坪町） 
住宅地域 平成17年10月26日～28日 ０.２５ 

武雄市役所 

（武雄市武雄町） 
商業地域 平成 17年 11 月９日～11日 ０.２３ 

鹿島市役所 

（鹿島市納富分） 
住宅地域 平成 17年 11 月９日～11日 ０.２６ 

（注１） 現在、大気中アスベスト濃度の環境基準が定められていないため、アスベスト取り扱い施

設の敷地境界に適用される基準と比較 

（注２） 濃度の単位（本／Ｌ）は採取空気１リットルあたりのアスベスト繊維本数で、数値は３日

間の各測定値を幾何平均したもの 

 

３ 過去の測定結果 

 昭和 61～62 年度当時の同地点での 1 日 4 時間３日間の採取で得られた３試料について

の測定結果（平均）の範囲は、表２のとおりで、0.08～0.57（本/Ｌ）となっている。 
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   表２ 過去の測定結果１）     

調査地点 地域分類 調査年度 
アスベスト濃度 

（本／Ｌ） 

佐賀市交通局 

（佐賀市愛敬町） 
商業地域 昭和６１年度 ０.１５～０.１９ 

北山小学校 

（佐賀市富士町） 
その他 昭和６２年度 ０.０９～０.２０ 

多久市母子保健センター 

（多久市北多久町） 
住宅地域 昭和６１年度 ０.１１～０.２８ 

唐津市役所 

（唐津市西城内） 
商業地域 昭和６１年度 ０.０９～０．５７ 

伊万里市大坪公民館 

（伊万里市大坪町） 
住宅地域 昭和６１年度 ０.０９～０.３２ 

武雄市役所 

（武雄市武雄町） 
商業地域 昭和６２年度 ０.１４～０.４１ 

鹿島市役所 

（鹿島市納富分） 
住宅地域 昭和６２年度 ０.０８～０.２６ 

（注） 数値は年間４回各３日間の各測定値を幾何平均値したものの範囲。 

 

４  参考 

一般大気環境等のアスベスト濃度を環境省が全国141地域361地点で17年度実施した調

査結果２）では、一般環境の平均は 0.23～0.31（本/Ｌ）となっている。 

 

 

（引用資料） 

１）佐賀県環境センター所報、７、６４－６９、（１９８８）. 

２）http://www.env.go.jp/air/asbestos/index.html 
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